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出版のお知らせ 
 
 このたび、日本通信教育学会に所属する高校現場教員から若手の通信制高校研究者までが集まり、  

本を執筆、出版いたしました。 
 

著者：手島純（編著）、阿久澤麻理子、石原朗子、井上恭宏、内田康弘、神崎真実、 

古壕典洋、土岐玲奈、松本幸広  
  

「高校生の２０人にひとりは『通信制高校生』」と

いう今にあって通信制高校を通じて高校教育の様々

な面を映し出す本です。 
 
本書は、通信制高校関係者はもとより、一般の方に

も読んでいただきたい、通信制高校を、もっと知って

もらおうと書かれたものです。公立・私立・株立の通

信制高校はもとより、サポート校やサテライト施設、

歴史や思想にも踏み込んだ内容となっています。 
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